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Q 1 肺炎球菌ワクチンの効果の持続期間は何年くらいでしょうか。

健康な人では，少なくとも５年間は抗体レベルの上昇した状態が持続するといわれています。しか

しながら，高齢者やHIV感染者などで免疫能が低下している人，ネフローゼ症候群の小児などでは，抗体

レベルの低下が早いことも知られており，米国などではこのような人に対して再接種が行われています。

（参照p106，Q2）
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Q 2 日本では，なぜ肺炎球菌ワクチンの再接種を行うことができないのでしょうか。

海外で行われた初期の試験において，14価肺炎球菌ワクチンを２年未満の間隔で再接種した成人

で，再接種時の副反応（注射部位の局所反応）が，初回接種時の反応より強く現れることが観察されました。

その後の試験で，４年以上の間隔をもって接種をすれば局所反応の増強を回避できることが確認され，米国

では平成９年（1997）から，高齢者（ただし，64歳以下で初回接種を受けた65歳以上の者）や抗体レベル

が低下しやすい患者で，初回接種から５年以上（10歳未満の者については３年以上）経過している場合に

再接種ができるようになりました。一方，わが国では海外で行われた開発初期の臨床試験で再接種時の副反

応（注射部位の局所反応）の増強が観察されたことを懸念し，現在も再接種を行うことができないという規

定になっていますが，日本感染症学会等からは，２回接種によるメリットから国内でも２回接種を認めるべ

きであるという意見が出されています。

A

（４）免疫抑制作用を有する治療が予定されている者で，治療開始まで少なくとも14日以上の余裕のあ

　　　る患者

このワクチンは，１回0.5mLを筋肉内又は皮下に注射します。健康な人では，少なくとも接種後５年間

は効果が持続するとされており，インフルエンザワクチンのように毎年接種する必要はありません。１年中

どの時期に接種しても良く，上記のような接種対象者に対しては，できるだけ早く接種することが望ましい

と考えられます。また，２回目の接種をすると注射部位の局所反応が強く現れることがあるので，わが国で

は１回しか接種することができないという規定に現在なっていますが，日本感染症学会等からは，２回接種

によるメリットから国内でも２回接種を認めるべきであるという意見が出されています。

４．肺炎球菌ワクチンの副反応

接種後に注射部位の腫れや，痛み，ときに軽い発熱が見られることがありますが，日常生活に差し支え

るほどのものではありません。通常１～２日で消失します。

最近実施された本剤の臨床試験では65例中49例（75.4%）96件の副反応が認められました。その主なも

のは注射部位疼痛47件（72.3%），注射部位発赤17件（26.2%），注射部位腫脹15件（23.1%），頭痛4件（6.2%），

腋窩痛３件（4.6%），注射部位そう痒感２件（3.1%）でした。


